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科
学
の
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち

「思いやり」「命」考えた行動を。／６
スマートフォンで読める華創／ 5　赤ちゃ
んと「遊び」の関係学ぶ／ 8　平成27年度の
保育所入所／９　医療費、増加傾向続く／
10　せいか３

さん
６
ろく
５
ご
／ 22　せいか写真日記

／ 26　活動のひろば�／ 28

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
科
学
へ
の
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、精
華
町
が
中
心
と
な
り「『
科

学
の
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
て
き
ま
し
た
。け
い
は
ん
な
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ボ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
教
室
＝
写
真
＝

も
そ
の
活
動
の
一
つ
。
そ
し
て
今
年
９
月
、
こ
の

取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
新
た
な
試

み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。（
次
頁
に
関
連
記
事
）
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「はやぶさ２」打ち上げライブ中継（仮称）
小惑星探査機「はやぶさ２」打ち上げの模様を、種子
島宇宙センターからのライブ配信で観覧。
日時：11月30日（日） 午前10時から
場所：精華町交流ホール（町役場２階）

けいはんな科学体験フェスティバル2015
主に小学生を対象とした科学体験イベント。研究機
関・企業の実験や展示など盛りだくさんの内容。
日時：来年２月７日（土） 午前10時から
場所：けいはんなプラザ イベントホール

「けいはんな科学体験プログラム」の企画・運営
科学実験工作教室、ロボット工作教室、自然観察教室、環境ワー
クショップなど主に小学生・中学生を対象とした体験型の教育プ
ログラムを行う。企画、運営は、主に学研都市の大学や研究機関
の研究者、企業の技術者たちで構成される「サイエンス・サポー
トけいはんな」が担う。

学研都市の資源を生かした学校教育のサ
ポート
子どもたちによる学研都市内の研究施設や企業の見学や、研究
者、技術者による学校への出前授業、小・中学校の教員の研修な
どのコーディネートを行い、学校教育をサポートする。

さまざまな科学イベントの企画・運営・
コーディネート
中学・高校生が自分達の研究成果を発表するとともに、学研施設
の研究者との交流を図る「ポスターセッション」をはじめ、主に小
学生を対象とした科学体験イベントや、科学映画の上映会など、
さまざまな科学イベントの企画・運営やコーディネートを行う。

教育コンテンツの制作・配布など
学研都市の研究機関の研究内容をわかりやすく紹介した「科学絵
本」や精華町の植物や昆虫を紹介するデジタル図鑑など、各種教
育コンテンツを制作し配布する。

学研都市研究機関が実施する実証実験をサ
ポート
学研都市の研究機関が地域の学校や保育所などをフィールドに行
う実証実験に対して、研究機関と行政、学校とをつなぐ橋渡しを
行う。

Keihanna Science Communication Advancement NetworkKeihanna Science Communication Advancement Network

Ｋ－ＳＣＡＮ始動
ロボット工作教室

ロボットフェスティバル

理科教諭などへの研修講座

出前授業

Ｋ－ＳＣＡＮ科学イベント情報
　
こ
れ
ま
で
、
精
華
町
や
（
公
財
）
関
西
文
化

学
術
研
究
都
市
推
進
機
構
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
科
学
の
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
、
平
成
19
年
度
か
ら
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
７
年
あ
ま
り
の
成
果
を
継
承
し
、
学

研
都
市
を
は
じ
め
周
辺
地
域
の
、
よ
り
広
範

囲
の
関
係
者
に
よ
り
、「
け
い
は
ん
な
科
学
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

９
月
10
日
㈬
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
に
は
総
合
研
究
大
学

院
大
学
名
誉
教
授
の
池
内
了
氏
、
そ
し
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
は
立
命
館
宇
治
中
学
校
高
等
学
校

の
物
理
教
諭
で
は
こ
だ
て
未
来
大
学
非
常
勤
講

師
の
渡
辺
儀
輝
氏
が
就
任
。
そ
の
ほ
か
、
京
都

大
学
、
奈
良
教
育
大
学
、（
独
）
情
報
通
信
研

究
機
構
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
・
研
究
機
関

の
有
識
者
な
ど
か
ら
の
参
画
を
得
て
い
ま
す
。

　
科
学
・
技
術
・
文
化
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

立
地
施
設
が
集
積
す
る
「
け
い
は
ん
な
学
研
都

市
」。
こ
の
都
市
の
特
色
を
生
か
し
、
多
様
な

「
学
び
の
機
会
」
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る

取
り
組
み
が
今
後
、
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
、
科
学
へ
の
興
味
や
関
心

を
持
ち
続
け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
、
科
学

を
日
常
の
話
題
と
し
て
家
族
や
友
人
と
語
り
合

え
る
地
域
文
化
を
創
造
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

「
科
学
文
化
」
の
花
咲
く
ま
ち
「
け
い
は
ん

な
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
今
月
末
に
「
は
や
ぶ
さ
２
」
打
ち
上

げ
ラ
イ
ブ
配
信
を
、
来
年
２
月
に
は
「
け
い
は

ん
な
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
も
、
新
た
な
科
学
イ
ベ

ン
ト
の
取
り
組
み
に
挑
戦
し
、「
科
学
の
ま
ち

の
子
ど
も
た
ち
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
強
力
に
推

進
さ
れ
ま
す
。

中高生たちの研究に現役の研究者が助言するポスターセッション

※各イベントの詳細については、町ホームページ、チラシ、ポスターなどでご案内します。

精華町ではこれまで、子どもたちに科学への興味や関心を持ってもらうため「科学のまちの子ど
もたち」プロジェクトに取り組んできました。そして、この活動をさらに強力に推進する組織と
して「けいはんな科学コミュニケーション推進ネットワーク〔略称：Ｋ－ＳＣＡＮ (ケイ・スキャ
ン )〕」が、このたび設立されましたので紹介します。

「科学のまちの子どもたち」プロジェクトとは？お知らせ
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ア
プ
リ
「
ｉ
広
報
紙
」
で

　
毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
誌
「
華
創
」
を
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
り
多
く
の
住
民
の
皆
さ

ん
に
、
広
報
誌
の
内
容
を
届
け
る
新
し
い
情
報

発
信
手
法
と
し
て
10
月
か
ら
配
信
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　
無
料
の
専
用
ア
プ
リ
「
ｉ
広
報
紙
」
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
、
性
別
や
居
住
地
な
ど
を
登
録
す

る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
広
報
誌
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
精
華
町
自
治
功
労
者
表
彰
式
を

10
月
２
日
㈭
、
町
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
松
尾
純
一
さ
ん
（
東
地
区
）
と

竹
内
清
さ
ん
（
滝
ノ
鼻
地
区
）
の
２
人
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
教
育
長
に
太

田
信
之
さ
ん
を
再
任
し
ま
し
た
。　

　
９
月
の
町
議
会
定
例
月
会
議
で
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
同
意
を
受
け
、
同
月
の
教
育
委
員

会
で
再
任
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

教
育
長
は
教
育
委
員
会
の
方
針
決
定
の
も

と
、
具
体
的
な
事
務
を
統
括
し
ま
す
。
任
期
は

平
成
30
年
10
月
７
日
ま
で
の
４
年
で
す
。

　
福ふ

く

味み

加か

世よ

子こ

さ
ん
（
里
地
区
）
と
錦

に
し
き

光み
つ

榮え

さ

ん
（
桜
が
丘
地
区
）
が
、
６
月
の
第
２
回
町
議

会
定
例
会
で
同
意
を
得
た
後
、
10
月
１
日
付
け

で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月
の
町
議
会
定
例
月
会
議
で
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
選
任
さ
れ
た
の
は
、
萩は

ぎ

原は
ら

良よ
し

範の
り

さ
ん
（
南

地
区
・
５
期
目)

、
ふ
じ

原は
ら

義よ
し

明あ
き

さ
ん
（
光
台
六

丁
目
・
５
期
目
）、
西
村
康
子
さ
ん
（
西
北
地

区
・
４
期
目
）
の
３
人
で
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
を

審
査
決
定
し
ま
す
。
任
期
は
平
成
29
年
９
月
27

日
ま
で
の
３
年
で
す
。

西村康子さん

松尾純一さん

竹内清さん

福味加世子さん

錦光榮さん

太田信之さん 萩原良範さん原義明さん

自
治
功
労
者
に

松
尾
氏･

竹
内
氏
固
定
資
産
評
審
委
に
３
氏
再
任

太
田
教
育
長
を
再
任

京
町
セ
イ
カ

と
っ
て
も
便
利

人
権
擁
護
委
員
に
２
氏

▼
「
ｉ
広
報
紙
」
の
主
な
機
能

　
・�

広
報
誌
「
華
創
」
が
、
発
行
日
に
配
信
通

知
さ
れ
て
、
い
つ
で
も
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
・�

ペ
ー
ジ
め
く
り
、
拡
大
縮
小
な
ど
も
簡
単

で
す
。

　
・�

画
面
を
切
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

保
存
し
た
り
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
で
シ
ェ
ア
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※�

ｉ
広
報
紙
は
、
広
告
代
理
店
・
株
式
会
社

ホ
ー
プ
（
福
岡
市
中
央
区
）
が
開
発
し
た
も

の
で
す
。
配
信
さ
れ
た
広
報
誌
に
は
、
同
社

が
販
売
す
る
広
告
枠
の
広
告
が
表
示
さ
れ
ま

す
（
広
告
販
売
に
本
町
は
関
与
し
て
い
ま
せ

ん
）。

▼
「
ｉ
広
報
紙
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　
・
ｉ
Ｏ
Ｓ
版

　
　

�

下
の
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た

は
、
Ａｐ
ｐ
Ｓ

ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
で
、

「
ｉ
広
報
紙
」

と
検
索
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無
料
）

　
・
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
版

　
　

�

下
の
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た

は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ�

ｐ
ｌ
ａ

ｙ
で
、「
ｉ
広

報
紙
」
と
検
索

し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無
料
、
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ

ｏ
ｉ
ｄ
バ
ー
ジ
ョ
ン
要
件
４・０・３
以
上

の
み
イ
ン
ス
ト
ー
ル
可
）

ｑ
企
画
調
整
課
広
報
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
使
っ

た
情
報
発
信
も
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

グ
ー
グ
ル
プ
ラ
ス
を
通
し

て
、
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
京
町
セ
イ
カ
」
が
、
町

の
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
、
そ

し
て
自
身
の
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

SNSでもお知らせします！

お知らせします！
スマートフォンで、
町の広報誌「華創」を
読むことができます!!

「京町セイカ＠精華町」で検索。
皆さんからのフォローを
お待ちしています！

　
共
に
、
精
華
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
町
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
地
域
に
密

着
し
、
人
権
相
談
や
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
や

関
心
を
高
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
い

ま
す
。
任
期
は
平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
で
す
。

お知らせ
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11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で

す
。
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
全
国
的
に
増

え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
発
見
し

た
り
「
も
し
か
し
て
虐
待
か
な
」
と
思
っ
た

ら
、
迷
わ
ず
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０

－

０
６
４

－

０
０
０
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待
（
な
ぐ
る
・

け
る
な
ど
）、
性
的
虐
待
（
性
的
行
為
の
強
要

早
期
発
見
・
対
応
が
重
要

　
11
月
25
日
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
の

国
際
デ
ー
。
日
本
で
は
、
12
日
か
ら
同
日
ま
で

の
２
週
間
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
実
施
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
な
ど
へ
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
人
身
取

引
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
―
。
こ
れ
ら
は
人
権
を
著
し
く
侵

　
12
月
10
日
は
世
界
人
権
デ
ー
、
こ
の
日
ま
で

の
１
週
間
（
12
月
４
日
～
10
日
）
は
、
人
権
週

間
で
す
。
重
点
目
標
は
「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀　
～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
～
」。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中

傷
、
女
性
へ
の
暴
力
、
高
齢
者
・
児
童
虐
待
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
ま

　
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど

の
被
害
者
の
住
所
情
報
を
加
害
者
か
ら
守
る
た

め
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
請
求
を
制
限
で
き

ま
す
（
支
援
措
置
）。

　
支
援
措
置
は
申
し
出
が
必
要
で
す
。
期
間
は

１
年
間
で
延
長
可
能
。
申
し
出
が
で
き
る
方

は
、
町
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
の
附
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

支
援
措
置
の
申
し
出
は
、
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど
の
被
害
者
で
、
警

察
な
ど
の
機
関
に
相
談
し
て
い
る
方
が
対
象
で

す
。
支
援
措
置
申
出
書
【
注
】
に
運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
添
え
て
、
町
役
場
・

総
合
窓
口
課
（
２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
し
出
後
、
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
警
察

な
ど
の
関
係
機
関
に
、
事
実
確
認
を
し
ま
す
。

支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
加
害
者
か

ら
の
不
当
な
目
的
に
よ
る
「
住
民
票
の
写
し
」

「
戸
籍
の
附
票
の
写
し
」「
住
民
基
本
台
帳
の
一

部
の
写
し
の
閲
覧
」
の
請
求
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

　
第
三
者
か
ら
の
交
付
申
請
も
、
申
請
者
の
本

人
確
認
を
行
い
、
厳
格
に
審
査
し
ま
す
。
ま

た
、
成
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
代
理
人
や
郵

送
の
請
求
に
は
原
則
と
し
て
応
じ
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
】
総
合
窓
口
課
や
木
津
警
察
署
な
ど
に
置
い
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

ｑ
総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

ス
ト
ッ
プ
！
女
性
へ
の
暴
力
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
…

受
け
た
ら
即
相
談　

害
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
早
期
発
見
と
早
期
対
応
が
重
要
で

す
。
周
り
に
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
専
門
機
関
な
ど
に
相
談
す

る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

身
近
に
潜
ん
で
い
る
Ｄ
Ｖ

　
夫
婦
や
恋
人
な
ど
の
親
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
は
、
人
目
に
触
れ
に
く
い
場
所
で
起

女性の人権相談、電話で
　女性の人権ホットライン（ｔ0570－070－
810）では人権擁護委員や法務局職員が、女性
が受けるＤＶなどの被害の相談に応じていま
す。受付時間は平日の午前８時30分～午後５
時15分です。
　11月17日（月）～ 23日（祝・日）には、全国
一斉「女性の人権ホットライン」強化週間として
受け付けを拡大。21日（金）までは午後７時ま
で受付時間を延長、22日（土）～ 23日（日）も午
前10時～午後５時に受け付けます。

精華町人権展2014
　人権週間にちなみ、町と精華町人権啓発推進委員会では

「精華町人権展2014」として３つの取り組みを行います。
▶子育て支援講演会（人権講座）（８ページに詳細記事）
▶特設人権ぷらざ
　◆日　程　11月28日（金）～ 12月10日（水）
　◆場　所　精華町役場２階 交流スペース
　◆内　容　 町内の小中学生による人権啓発ポスターを展

示します。
▶人権標語懸垂幕の掲示
　◆日　程　11月28日（金）～ 12月10日（水）
ｑ 精華町人権啓発推進委員会事務局（精華町人権センター

内）ｔ94－3696

来
月
４
日
か
ら
人
権
週
間

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
思
い
や
り
の

心
」
や
「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
に
つ
い
て
、

改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
あ
な
た
の
家
庭
、
職
場
な
ど
で
は
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
合
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
機

会
に
人
権
問
題
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

ｑ
人
権
啓
発
課
啓
発
係
ｔ
95

－

１
９
１
９

｢

児
童
虐
待
か
も
？｣

▼
▼
▼

す
ぐ
電
話

4
０
５
７
０

－

０
６
４

－

０
０
０

な
ど
）、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
食
事
を
与
え
な
い
な

ど
の
育
児
放
棄
）、
心
理
的
虐
待
（
言
葉
に
よ

る
脅
し
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
電
話
が
、
虐
待
の
発
生
予

防
、
早
期
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ｑ 

子
育
て
支
援
課
児
童
育
成
係
ｔ
95

－

１
９
１

７
・
宇
治
児
童
相
談
所
京
田
辺
支
所
ｔ
68

－

５
５
２
０
・
山
城
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
だ

い
わ
ｔ
98

－

３
８
４
６

あ
な
た
の
情
報
守
る
「
支
援
措
置
」

こ
り
ま
す
。
な
ぐ
る
、
け
る
な
ど
の
身
体
的
暴

力
や
暴
言
、
無
視
な
ど
の
精
神
的
暴
力
、
望
ま

な
い
性
行
為
の
強
要
な
ど
は
、
発
見
が
困
難
で

す
。

　
家
庭
内
暴
力
は
、
子
ど
も
が
目
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
目
の
前
で
の
暴
力
は

「
児
童
虐
待
」
に
も
あ
た
り
ま
す
。

ｑ 

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係
ｔ
95

－

１
９

１
９

（
18
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

パネル展示など
▶日　　程　11月18日（火）～ 25日（火）
▶場　　所　町立図書館前交流スペース（町役場２階）
▶内　　容　�女性への暴力根絶を訴える啓発活動「パー

プルリボン・プロジェクト」の一つとし
て、パネル展示・PR 物品の配布をしま
す。なお、パネル展示は参加型となってい
ますので、リボンの貼り付けにご協力をお
願いします。みんなで「女性に対する暴力
のない社会」を目指しましょう。

街頭啓発活動
▶日　　程　�11月14日（金）　①午前10時30分～正午

②午後３時30分～５時
▶場　　所　①せいかガーデンシティ②アピタ精華台店
▶内　　容　�PR 物品を配布します。

書籍・絵本の紹介
▶日　　程　11月中
▶場　　所　町立図書館
▶内　　容　�女性に対する暴力や DV・虐待などに関す

る書籍や児童向け絵本などを紹介します。

DV 防止に関する 
町内の取り組み

｢思いやり｣
｢命｣

考えた行動を。

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖
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「
け
い
は
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
学
講
座
」
が
12
月
５

日
㈮
と
６
日
㈯
、
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
で
開
講

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
大
切

な
「
遊
び
」。
講
師
は
、
同
志
社
大
学
赤
ち
ゃ
ん

学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
日
本
赤
ち
ゃ
ん
学
会
理

事
長
の
小
西
行
郎
教
授
。
参
加
は
無
料
で
す
。

▼
時
間

　

�

・�

５
日
…
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
（
６

時
か
ら
受
け
付
け
）

　

�

・�

６
日
…
午
前
10
時
～
午
後
0
時
（
９
時
30

分
か
ら
受
け
付
け
）

▼
場
所

　
会
議
室
「
ナ
イ
ル
」（
３
階
）

▼
定
員

　

�

５
日
…
先
着
80
人
、
６
日
…
先
着
大
人
50
人

▼
内
容

　

�

・�

５
日
…
「〝
あ
そ
び
〟
か
ら
み
え
て
く
る

育
つ
チ
カ
ラ
」

　
　
※�

専
門
家
（
保
育
士
な
ど
）
向
け
の
内
容

で
す
が
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す

（
大
人
の
み
対
象
・
子
ど
も
の
入
室
不

可
）。

　

�

・�

６
日
…「〝
あ
そ
び
〟
で
つ
な
が
ろ
う
！
」

　
町
の
人
権
講
座
と
し
て
、
子
育
て
支
援
講
演

会
を
11
月
28
日
㈮
、
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル
（
町

役
場
２
階
）
で
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
笑
顔
の
底
力
」。
子
ど
も
に
は

潜
在
的
な
「
す
ご
い
力
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
近
ご
ろ
、
落
ち
着
き
が
な
く
、
お
は
な
し
の

世
界
で
想
像
力
を
広
げ
て
遊
べ
る
子
ど
も
が

減
っ
て
い
ま
す
。「
夢
」
や
「
希
望
」
を
持
っ

て
前
向
き
に
生
き
る

た
め
に
は
、
想
像
力

が
必
要
で
す
。

　
お
は
な
し
の
世
界

で
遊
ぶ
こ
と
に
よ
り

　
町
立
図
書
館
で
は
12
月
３
日
か
ら
の
毎
月
第

１
水
曜
日
、
乳
幼
児
連
れ
の
方
が
気
兼
ね
な
く

利
用
で
き
る
「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
を
試
行
し

ま
す
。「
連
れ
て
行
く
と
、
子
ど
も
の
大
き
な

声
や
泣
き
声
が
気
に
な
る
」
と
心
配
し
て
い
る

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
時
間
は
午
前
10
時
～
正
午
、
休
館
日
の
場
合

は
第
２
水
曜
日
に
な
り
ま
す
。
試
行
期
間
は
来

年
３
月
ま
で
で
す
。

　

な
お
、「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
の
日
は
、
絵

本
を
読
ん
だ
り
手
遊
び
を
し
た
り
す
る
乳
幼
児

向
け
の
「
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
ち
い
ち
ゃ
い
ち
い

ち
ゃ
い
お
は
な
し
会
」
も
あ
り
ま
す
。
時
間
は

各保育所の募集内容
　各保育所で、次の通り募集します。

※年齢は来年４月１日現在です。
※対象児童は、満６カ月以上から就学前の児童です。
　（平成21年４月２日以降に生まれた児童）

家庭的保育施設でも募集
「チャイルド・ルーム・ヒナ」（せいかだい保育所北側）で
も、利用児童を募集（若干名）します。同施設は０～２歳児
を対象とし、少人数（定員５人）による家庭的な雰囲気のな
かで保育を行っている施設です。
　同施設の申し込みも、認定を受けるための手続きと利用
の申し込みが必要です。申込書の配
布・提出場所は、子育て支援課のみ
です。
　新制度開始に伴い、実施主体が社
会福祉法人になる可能性がありま
す。その場合は、保育料の支払方法
などが変わりますので、あらためて
お知らせします。

本年度途中入所は今月まで
　現在、複数の保育所で入所児童が定員を超えています。
そのため、途中入所を申し込んでも入所できない場合があ
ります。12月１日（月）以降は、原則として本年度の途中
入所を受け付けません。詳しくは、子育て支援課にお問い
合わせください。
　また、本年度の途中入所を申し込み、保留になっている
方が、来年度も入所を希望する場合は、あらためて入所申
込の手続きと、認定を受けるための手続きが必要です。
ｑ子育て支援課�保育係ｔ95－1917

手続きが変わります
　新制度開始に伴い、これまでの入所申込の手続きと同時
に、保育の必要性について認定を受けるための手続きが必
要になります。手続きの詳細などは、保育所入所のしおり
をご覧ください。
　町外の保育所などを利用したい場合は、子育て支援課に
お問い合わせください。

保育の必要性をチェック！ 
保護者が次の事由のいずれかに該当する場合です。

□就労
□妊娠・出産
□病気・障害
□同居または長期入院中の親族の介護・看護
□災害復旧
□求職活動
□就学
□虐待やＤＶの恐れがあること
□�育児休業取得中に、既に保育を利用している子ども
がいて継続利用が必要であること（新規入所は不可）
□そのほか、上記と類似した状態

申込書配布は17日から
　認定を受けるための手続きの申請書や入所申込書、保育
所入所のしおりは11月17日（月）からの平日、町内各保育
所と町役場・子育て支援課（２階）で配布します。

手続きは各保育所と役場で
　認定を受けるための手続きと入所申し込みの手続きの受
け付けは、次の通り行います。

※必要書類に不備がある場合は、受け付けできません。

来年４月からの町立保育所への入所の受け付けを12月８日（月）から行います。来年度からの
「子ども・子育て支援新制度」施行に伴い、いくつかの変更があります。保育所入所のしおり
をよく読んでお申し込みください。

平成27年度の保育所入所

12／８から受付

受付日 受付時間 受付場所
12月８日（月） 午後１時～３時 ほうその保育所
12月９日（火） 午後１時～３時 こまだ保育所
12月10日（水）午後１時～３時 いけたに保育所
12月11日（木）午後１時～３時 ひかりだい保育所
12月12日（金）午後１時～３時 せいかだい保育所
12月８日（月）
～ 12日（金）

午前９時～正午・
午後１時～４時30分 子育て支援課

保育所 対象児童 募集人数
ほうその保育所 ０～２・４・５歳児 若干名
こまだ保育所 ０～５歳児 若干名
いけたに保育所 ０～５歳児 若干名
ひかりだい保育所
（公設民営） ０～５歳児 若干名

せいかだい保育所
（公設民営） ０～５歳児 若干名

　
　
※�

子
ど
も
と
一
緒
に
受
講
で
き
る
、
育
児

中
の
方
向
け
の
内
容
で
す
。
お
む
つ
替

え
や
授
乳
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
（
大
人
の
み
の
受
講
も
可
）。

▼
申
込
方
法

　
◆
フ
ァ
ク
ス

　
　

�

11
月
25
日
㈫
ま
で
に
、
Ａ
４
紙
（
縦
方

向
）
に
「
12
月
赤
ち
ゃ
ん
学
講
座
参
加
申

込
・
⑴
希
望
日
⑵
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑶

性
別
⑷
年
代
（
30
代
・
40
代
な
ど
）
⑸
住

所
⑹
電
話
番
号
⑺
フ
ァ
ク
ス
番
号
―
を
明

記
の
う
え
、
左
記
へ
。

　
◆
Ｅ
メ
ー
ル

　
　

�
11
月
25
日
㈫
ま
で
に
、
件
名
を
「
12
月
赤

ち
ゃ
ん
学
講
座
参
加
申
込
」
と
し
、
本
文

に
右
記
⑴
～
⑹
を
入
力
し
て
左
記
へ
。

　
　
※�

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申
し
込

む
場
合
は
、
左
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
受
信

で
き
る
よ
う
事
前
に
設
定
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　
　
※�

送
受
信
ミ
ス
防
止
の
た
め
、
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
共
に
、
申
し
込
み
後
２

日
以
内
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）
に
返

信
が
な
け
れ
ば
、
左
記
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
主
催

　
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会

▼
監
修

　
同
志
社
大
学
赤
ち
ゃ
ん
学
研
究
セ
ン
タ
ー

※�

来
年
２
月
に
は
「
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

同
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議

会
（
㈱
け
い
は
ん
な
内
）
ｔ
95

－

５
０
３

４
・
ｆ
98

－

２
２
０
５
・
ｍakachan@

m
l.keihanna-plaza.co.jp

赤
ち
ゃ
ん
と

「
遊
び
」の

関
係
学
ぶ

12／５・６

安
心
感
の
あ
る
親
子
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
大
人
対
象
。
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か

せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
講
師
は
「
絵
本
を
読
む
人
・
し
ん
ち
ゃ
ん
」

（
三
浦
伸
也
さ
ん
＝
㈱
ほ
が
ら
か
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
社
長
）
＝
写
真
。

　
時
間
は
午
後
１
時
30
分
～
３
時
、
定
員
は
先

着
１
０
０
人
程
度
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

　

無
料
の
託
児
も
あ
り
ま
す
（
先
着
10
人
）。

希
望
者
は
、
11
月
14
日
㈮
ま
で
の
平
日
午
前
８

時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時
に
、
電
話

で
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ｑ
子
育
て
支
援
課
保
育
係
ｔ
95

－

１
９
１
７

午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分
、
館
内
「
お
は
な

し
の
へ
や
」
で
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
、
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

町
立
図
書
館
で
は
11
月
15
日
㈯
、「
と
し
ょ

か
ん
く
る
り
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
を
行
い
ま

す
。

　
図
書
館
の
入
口
で
館
内
の
地
図
が
描
か
れ
た

用
紙
を
受
け
取
り
、
館
内
で
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。

全
問
正
解
者
に
は
し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
（
先
着
２
０
０
人
）。
エ
ン
ト
リ
ー
の
受
け

付
け
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
で
す
。　

ｑ
精
華
町
立
図
書
館
ｔ
95

－

１
９
１
１

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
て

図
書
館
へ

お
は
な
し
の
世
界
で
親
子
の
絆
を

28
日
、
子
育
て
支
援
講
演
会

図
書
館
でクイ

ズ
ラ
リ
ー

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖
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税
率
改
定
な
ど
で
収
支
改
善

　
平
成
25
年
度
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
（
入

院
・
入
院
外
・
歯
科
）
は
27
万
４
７
９
９
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
て
５
３
８
８
円
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
25
年
度
の
決
算
が
黒

字
と
な
っ
た
の
は
、
主

に
国
保
税
率
改
定
な
ど

に
よ
る
収
入
増
に
よ
る

も
の
で
、
医
療
費
の
支

出
は
依
然
と
し
て
伸
び

続
け
て
い
ま
す
。

国
保
の
安
定
化
に
ご
協
力
を

　
国
保
の
財
政
は
上
の
グ
ラ
フ
の
通
り
、
皆
さ

ん
の
国
保
税
や
、
国
・
京
都
府
か
ら
の
支
出
金

な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
国
保
の
運
営
を
安
定
化
し
、
皆
さ
ん

の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

は
し
ご
受
診
は
ダ
メ

　
同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
の
医
療
機
関
を
受
診

　

水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）・
高
齢
者
肺
炎
球

菌
の
両
ワ
ク
チ
ン
が
10
月
か
ら
、
定
期
予
防
接

種
ワ
ク
チ
ン
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
水
痘
は
無

料
で
母
子
健
康
手
帳
が
必
要
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
は
２
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

で
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。

▼
水
痘
ワ
ク
チ
ン

　
◆
接
種
期
間
と
接
種
回
数

　
　
・�

１
歳
の
誕
生
日
の
前
日
～
３
歳
の
誕
生

日
の
前
日
…
２
回
（
初
回
か
ら
３
カ
月

以
上
空
け
て
２
回
目
を
接
種
）

　
　
・�

３
歳
の
誕
生
日
～
５
歳
の
誕
生
日
の
前

日
…
１
回

　
◆
注
意
事
項

　
　
・�

任
意
接
種
と
し
て
既
に
規
定
回
数
分
を

接
種
し
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
・�

こ
れ
ま
で
に
任
意
接
種
を
２
回
受
け
、

１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
が
３
カ
月
に

満
た
な
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　
・�

来
年
３
月
31
日
が
「
３
歳
の
誕
生
日
～

５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
」
に
該
当
す
る

子
ど
も
は
、
同
日
ま
で
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。
４
月
以
降
は
有
料
で
す
。

▼
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
【
注
】

　
◆
接
種
期
間
と
接
種
回
数

　
　
来
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
…
１
回

　
　
※�

同
日
ま
で
に
接
種
し
な
か
っ
た
場
合
、

そ
の
後
は
全
額
自
己
負
担
に
よ
る
任
意

接
種
と
な
り
ま
す
。

▼
12
月
１
日
㈪

　

�

菱
田
（
府
道
か
ら
東
側
）・
里
・
僧
坊

（
府
道
か
ら
東
側
）・
舟
（
農
免
道
路

か
ら
西
側
）
地
区

▼
12
月
２
日
㈫

　

�

菱
田
（
府
道
か
ら
西
側
）・
僧
坊
（
府

道
か
ら
西
側
）・
谷
・
北
稲
八
間
（
府

道
か
ら
西
側
）・
旭
地
区

▼
12
月
３
日
㈬

　

�

南
（
府
道
か
ら
西
側
）・
南
稲
八
妻
・

植
田
地
区
、
祝
園
西
一
丁
目

▼
12
月
５
日
㈮

　

�

南
（
府
道
か
ら
東
側
）・
菅
井
・
北
稲

八
間
（
府
道
か
ら
東
側
）・
西

北
（
農
免
道
路
か
ら
西
側
）・

中
（
小
字
門
田
付
近
）
地
区

▼
12
月
８
日
㈪

　
光
台
地
区

▼
12
月
10
日
㈬

　

�

北
ノ
堂
・
馬
渕
・
中
（
小
字
門

田
付
近
を
除
く
）・
東
・
西
北

（
農
免
道
路
か
ら
東
側
）
地
区

▼
12
月
13
日
㈯

　
山
田
・
桜
が
丘
地
区

▼
12
月
15
日
㈪

　
精
華
台
地
区

▼
12
月
17
日
㈬

　
乾
谷
・
柘
榴
・
東
畑
地
区

▼
12
月
24
日
㈬

　

�

滝
ノ
鼻
・
舟
（
農
免
道
路
か
ら
東

側
）・
中
久
保
田
地
区

※�

府
道
は
府
道
22
号
線
（
八
幡
木
津
線
）

で
す
。

ｑ�

環
境
推
進
室
環
境
係
ｔ
９
５

－

１
９
２

５

年
末
、粗
大
ご
み
収
集

定
期
接
種
ス
タ
ー
ト

水
痘
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

今
年
も
12
月
に
粗
大
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。
収
集
日
を
守
り
、
出
し
忘

れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
各
地
区
の
収
集
日
程
は
次
の
通
り

で
、「
平
成
26
年
度
ご
み
収
集
日
程
表
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
日
程
と
同

じ
で
す
。

忘れないでね！

す
る
重
複
受
診
（
は
し
ご
受
診
）
は
、
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
自
己
判
断
で
医
療
機
関
を
変
え
る
と
、
そ
の

都
度
初
診
料
が
か
か
り
ま
す
。
基
本
的
な
検
査

や
同
じ
処
置
な
ど
を
繰
り
返
す
た
め
、
時
間
と

医
療
費
が
余
計
に
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
重
複

す
る
検
査
や
投
薬
で
、
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響

を
与
え
て
し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

今
の
治
療
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
そ
の
医
師
に
伝

え
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
安
心

「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
は
「
重
複
受
診
」

と
は
異
な
り
ま
す
。
主
治
医
（
か
か
り
つ
け

医
）
か
ら
、
そ
の
病
気
の
専
門
医
な
ど
、
ほ
か

の
医
師
の
紹
介
を
受
け
て
意
見
を
聞
く
こ
と
で

す
。
自
己
判
断
で
「
医
師
・
医
療
機
関
」
を
変

え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
自
分
や
家
族
の
健
康

に
関
し
て
、
日
常
的
に
相
談
で
き
、
緊
急
の
対

処
も
可
能
で
あ
る
医
師
・
歯
科
医
師
の
こ
と
で

す
。
日
ご
ろ
の
健
康
状
態
や
飲
ん
で
い
る
薬
、

病
歴
な
ど
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
場

合
、
紹
介
先
で
余
計
な
検
査
な
ど
が
あ
り
ま
せ

ん
。
健
康
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
医
療
費
の
節

約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
で
医
療
費
節
約

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

町
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
決
算
は
、
収

入
が
32
億
４
３
３
０
万
円
、
支
出
は
31
億
９
６

５
６
万
円
で
、
差
引
４
６
７
４
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
前
年
度
繰
越
金
は
11
万
円
で
、

実
質
単
年
度
収
支
は
４
６
６
３
万
円
で
す
。

医
療
費
、
増
加
傾
向
続
く
　
25
年
度
国
保
決
算

は
、
新
薬
の
特
許
期
間
満
了
後
に
厚
生
労
働
省

の
認
可
の
も
と
で
製
造
・
販
売
さ
れ
る
も
の
で

す
。
先
発
医
薬
品
と
主
成
分
・
効
能
が
同
じ
な

が
ら
、
低
価
格
な
医
薬
品
で
す
【
注
】。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
と
き

は
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
の
医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
の
小
児
救
急
相
談
＃
８
０
０
０

　
休
日
や
夜
間
の
救
急
外
来
は
、
緊
急
性
の
高

い
患
者
を
受
け
入
れ
る
も
の
で
す
。
緊
急
性
の

低
い
軽
症
患
者
が
、
夜
間
や
休
日
に
診
療
を
受

け
る
こ
と
は
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
受
診
に
も
皆
さ

ん
の
国
保
税
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
病
状
に
よ
っ
て
は
、
救
急
で
受
診

す
る
必
要
の
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
状
態
を

よ
く
観
察
し
て
適
切
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
判
断
が
つ
か
な
い
と
き
は
「
♯
８
０
０
０
」

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
看
護
師
や
小
児
科
医

師
か
ら
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
や
Ｉ
Ｐ
電
話
で
か
け
る
場
合

は
、
か
け
る
場
所
の
都
道
府
県
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
京
都
府
の
回
線
は
、「
０
７
５

－

６
６
１

－

５
５
９
６
」
で
す
。
相
談
時
間
は
平

日
・
日
曜
日
・
祝
休
日
の
夜
７
時
～
翌
朝
８

時
、
土
曜
日
の
夕
方
３
時
～
翌
朝
８
時
で
す
。

【
注
】
す
べ
て
の
医
薬
品
に
対
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
製
造
販
売
さ
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ｑ
国
保
医
療
課
国
保
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

一人当たりの医療費
（入院・外来・歯科）
24年度 26万9411円
25年度 27万4799円

比較 ＋5388円
（＋２％）

32億4330万円 31億9656万円

そのほか
５％（１億7403万円）

社会保険などからの交付金
44％（14億2958万円）

国・京都府からの支出金
26％（８億2669万円）

国保税
25％（８億1300万円）

そのほか４％（１億1241万円）

介護保険制度
への支払い　

５％（１億7456万円）

後期高齢者医療制度への支払い
13％（４億1855万円）

保険給付費
69％（21億9225万円）

高額医療費などの支払いのため
の国保連合会への支払い
９％（２億9879万円）

収入 支出

　
◆
本
年
度
の
対
象
者

　
　
・�

本
年
度
満
年
齢
が
65
歳
・
70
歳
・
75

歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・

１
０
０
歳
以
上
の
方

　
　
・�

接
種
日
現
在
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
身
体
障
害
１
級
が
あ
る
方

　
　
※�

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と

の
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

【
注
】
天
野
医
院
（
下
狛
河
原
田
45
番
地
３
）
で
も
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
接
種
も
開
始

　
高
齢
者
向
け
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

も
、
指
定
医
療
機
関
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

接
種
は
、
12
月
24
日
ま
で
に
１
回
で
す
。
接
種

料
金
は
１
０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
は
無

料
）。
対
象
者
は
次
の
通
り
で
す
。

・
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

・�

接
種
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓

や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
身
体
障
害

１
級
が
あ
る
方

※�

生
活
保
護
世
帯
、
町
外
で
の
接
種
を
ご
希
望

の
方
、
長
期
入
院
中
・
施
設
入
所
中
の
方

は
、
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ｑ
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全
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催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て
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スポーツ

安心・安全
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国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
対
象

　
国
民
年
金
保
険
料
は
申
告
を
す
る
こ
と
で
、

全
額
が
所
得
税
と
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
そ

の
年
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
過
去
の
年
度
分
や
後
納
・
追
納
さ
れ
た
保
険

料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は
？

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。 行

政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！　

今
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
方
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機

構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
11
月
上
旬
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
は
、
京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年

金
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
必
ず
同
証

明
書
、
ま
た
は
領
収
証
書
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
10
月
～
12
月
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
た
方
に
は
、
来
年
１
月
下
旬
～
２
月

上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

家
族
の
分
を
納
め
た
ら
？

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
場
合

も
、
納
め
た
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

ら
れ
ま
す
。
家
族
に
郵
送
さ
れ
た
控
除
証
明
書

を
持
っ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
控
除
証
明
書
の

は
が
き
に
記
載
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
来
年
３
月
16
日
㈪
ま
で
は
、
控
除
証
明
書
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
「
ｔ
０
５
７
０

－

０
５
８

－

５
５

５
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）」「
ｔ
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
４
４
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
）」

が
利
用
で
き
ま
す
【
注
】。

　
京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
（
ｔ
０
７

５

－

６
４
３

－

２
５
４
７
）
へ
の
問
い
合
わ
せ

も
可
能
で
す
。

▼
受
付
時
間

　
・
平
日
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
・
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※�

第
２
土
曜
日
を
除
く
祝
休
日
、
12
月
29

日
～
翌
年
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

【
注
】
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話
か
ら
か

け
る
場
合
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通
話
料
金
で
利

用
で
き
ま
す
。
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話

か
ら
か
け
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま

す
。
最
近
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」
を
省
略
し

た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電
話
に
な
る
ケ
ー

ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

12
月
１
日
ま
で
に
提
出
を

扶
養
親
族
等
申
告
書

　

老
齢
や
退
職
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
年
金

（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
以
外
）
は
、
雑
所
得

と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。
課

税
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方
【
注
１
～

２
】
に
は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

12
月
１
日
㈪
ま
で
に
同
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
受
け
ら
れ
る
年
金

に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り

ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら

れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
万
一
、
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
注
１
】
65
歳
未
満
の
方
は
年
金
額
が
１
０
８
万
円
以

上�【
注
２
】
65
歳
以
上
の
方
は
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以

上ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
ｔ
０
７
５

－

６
４
４

－

１
１
６
５
・
精
華
町
役
場
総
合
窓
口
課
年
金

係
ｔ
95

－

１
９
１
５

特
別
永
住
者･

永
住
者
の
方
へ

外
国
人
登
録
証
明
書
、
切
替
を

　
外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
期

限
ま
で
に
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
ま
た
は

「
在
留
カ
ー
ド
」
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
【
注
１
】。
特
別
永
住
者
の
方
は
町
役

場
・
総
合
窓
口
課
（
２
階
）
で
、
永
住
者
の
方

は
入
国
管
理
局
で
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
限
【
注
２
】

　
◆
16
歳
以
上
の
特
別
永
住
者

　
　

�

外
国
人
登
録
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

次
回
確
認
（
切
り
替
え
）
申
請
期
間
の
初

め
の
日
（
誕
生
日
）

　
　
※�

そ
の
日
が
平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で
に

到
来
す
る
方
は
７
月
８
日
、
そ
の
日
が

７
月
９
日
以
降
に
到
来
す
る
方
は
次
回

切
り
替
え
の
年
の
誕
生
日
に
な
り
ま

す
。

　
◆
16
歳
未
満
の
特
別
永
住
者

　
　
16
歳
の
誕
生
日

　
◆
16
歳
以
上
の
永
住
者

　
　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月
８
日

　
◆
16
歳
未
満
の
永
住
者

　
　

�

平
成
27
年
７
月
８
日
、
ま
た
は
16
歳
の
誕

生
日
の
ど
ち
ら
か
早
い
日�

▼
必
要
書
類
（
特
別
永
住
者
）

　
・
外
国
人
登
録
証
明
書

　
・�

旅
券
…
有
効
期
限
内
の
も
の
（
発
給
を
受

け
て
い
る
方
の
み
）

　
・�

写
真
…
１
枚
〔
直
近
３
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
も
の
、
縦
40
㍉
×
横
30
㍉
、
正

面
・
上
半
身
・
無
帽
・
無
背
景
（
影
を
含

む
）、
カ
ラ
ー
・
白
黒
不
問
〕

　
・�

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
本
人
の
代
わ

り
に
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
の
み
）

　
・�

委
任
状
（
同
居
の
親
族
以
外
の
取
次
者

【
注
３
】
に
委
任
す
る
場
合
の
み
）

▼
注
意
事
項

　
・�

特
別
永
住
者
の
手
続
き
は
原
則
と
し
て
、

本
人
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
本
人

が
16
歳
未
満
の
場
合
や
、
疾
病
そ
の
ほ
か

の
事
情
に
よ
り
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、

親
族
な
ど
が
代
わ
り
に
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
・�

永
住
者
、
永
住
者
以
外
の
中
長
期
在
留
者

の
方
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

�

▽
法
務
省
入
国
管
理
局
・
外
国
人
在
留
総

合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
平

日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
ｔ

０
５
７
０

－

０
１
３
９
０
４
（
Ｉ
Ｐ
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
海
外
か
ら
は
ｔ
03

－

５
７

９
６

－

７
１
１
２
）

　
・�
更
新
の
窓
口
は
、
上
記
期
限
の
数
カ
月
前

か
ら
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お

早
め
の
切
り
替
え
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
注
１
】
平
成
24
年
の
外
国
人
登
録
法
廃
止
で
、
新
し

い
在
留
管
理
制
度
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
注
２
】
年
齢
は
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
７
月
９

日
現
在
で
す
。

【
注
３
】
同
居
し
て
い
な
い
法
定
代
理
人
・
親
族
、
ま

た
は
親
族
以
外
の
同
居
者
、
入
国
管
理
局
に
届
け
出
て

い
る
弁
護
士
・
行
政
書
士
。

ｑ
総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

医
療
費
助
成
申
請
を

平23.11. ２～ 12.１生の方
子どもの医療費助成・入院外の助成

昭24.12生の方
高齢者の医療費助成

昭19.11. ２～ 12.１生の方
京都府 臨時医療費助成

町では、３歳から小学校卒業までの子
どもにかかる外来医療費の一部を助成
しています。助成を受けるには、現在
お持ちの白色の受給者証とは別の受給
者証を受けるための申請が必要です。

町では、65歳～ 69歳で要件
を満たす方に、医療費（保険
適用分）の一部を助成してい
ます。助成は申請が必要で
す。

京都府では、要件を満たす方に医療費
（保険適用分）の一部を助成していま
す。対象は来年３月31日までの診療
分で、助成は申請が必要です。

上記対象者にはご案内を郵送しています。申請期間は11月11日（火）～ 17日（月）の平日です。申請が遅れる
と受給者証の使用開始日も遅れる場合があります。詳しくは、下記にお問い合わせください。
ｑ国保医療課 医療係ｔ95－1929

８日・30日に年金相談
　今月は「ねんきん月間」です。この機会に、自身の年金記録や年金受
給見込額を確認し、将来の生活設計について考えてみませんか？
　ねんきん月間にちなみ、京都南年金事務所では、毎月第２土曜日

（今月は８日）に行っている国民年金の「週末相談」を11月30日（日）の
「年金の日」にも開設します。概要は次の通りです。
▶時　間　午前９時30分～午後４時
▶場　所　京都南年金事務所・年金相談センター
▶持ち物　年金手帳、または本人確認できる書類
ｑ京都南年金事務所ｔ075－643－2547

子どもが描く、
税の大切さ

　税に関する小学生の絵画展を11月11
日（火）～ 17日（月）、町立図書館前交流
スペース（町役場２階）で行います。
　税を考える週間（11月11日～ 17日）
の取り組みとして、税の意義や役割を
PR するものです。町内の小学生が「税で
できているもの」をテーマに描いた絵画
を展示します。
　税を考える週間については、国税庁
ホームページ（www.nta.go.jp）もご覧
ください。

ｑ税務課 住民税係ｔ95－1916
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夜
間
血
圧
調
査
の
協
力
者
募
集

血
圧
と
健
康
の
関
係
は
？

　
京
都
大
学
で
は
、
夜
間
血
圧
と
健
康
や
生
活

習
慣
な
ど
と
の
関
係
を
調
査
す
る
た
め
の
協
力

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
京
都
府
と
の
連
携
事

業
と
し
て
、
町
の
協
力
の
も
と
、
同
大
学
の
Ｃ

Ｏ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
安
心
生
活
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
が
行
い
ま
す
。

　
睡
眠
時
の
血
圧
で
あ
る
夜
間
血
圧
は
、
昼
間

の
血
圧
測
定
で
は
測
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

昼
間
の
血
圧
が
正
常
で
も
、
寝
て
い
る
間
は
高

血
圧
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
夜
間
高
血

圧
）。
放
置
す
る
こ
と
に
よ
る
脳
卒
中
と
の
関

係
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
夜
間
血
圧
を
自

宅
で
約
１
週
間
測
定
す
る
も

の
で
す
。
調
査
で
使
用
す
る

夜
間
血
圧
計
は
返
却
不
要

で
、
調
査
終
了
後
も
ご
家
庭

で
健
康
管
理
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

血
圧
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

降
圧
薬
な
ど
の
高
血
圧
の
治
療
を
受
け
て
い

な
い
20
歳
以
上
で
、
説
明
会
に
出
席
で
き
る

方
※�

説
明
会
は
11
月
23
日
（
祝
・
日
）
に
け
い
は

ん
な
プ
ラ
ザ
・
会
議
室
「
黄
河
」（
５
階
）、

24
日(

休
・
月)

に
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル

（
町
役
場
２
階
）
で
開
催
し
ま
す
（
内
容
同

じ
・
時
間
は
共
に
午
前
10
時
～
正
午
）。

※�

説
明
会
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。
説
明
の
内

容
を
踏
ま
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
定
員
あ
り
）。

語
り
合
お
う 

育
児
の
不
安

１
～
５
歳
の
母
親
向
け

　

本
年
度
２
回
目
の
親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「N
obody's�Perfect�Program

（
完
ぺ
き

な
親
な
ん
て
い
な
い
！
）」
を
来
年
１
月
～
３

月
に
開
催
し
ま
す
。

「
子
育
て
」安
心
し
て
語
り
合
お
う

　
子
育
て
に
は
、
迷
い
や
悩
み
が
つ
き
も
の
で

す
。
あ
な
た
の
関
心
の
あ
る
こ
と
、
不
安
な
気

持
ち
を
、
同
じ
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
と

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
少
人
数
で
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
役
／
子
育
て

支
援
課
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
）
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
話
す
の
が
苦
手
な
方

も
、
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
取
り
ま
す

　
お
茶
を
飲
ん
で
ホ
ッ
と
で
き
る
、
自
分
の

た
め
の
時
間
を
持
ち
ま
す
。

無
料
で
託
児
も

　
子
ど
も
た
ち
は
、
友
達
や
保
育
者
と
の
か

か
わ
り
の
な
か
で
、
新
し
い
世
界
が
広
が
り

ま
す
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
お
手
伝
い

　
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
日
時

　

�

来
年
１
月
16
日
・
23
日
・
30
日
・
２
月
６

日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
・
３
月
６
日
の
各

金
曜
日
（
全
８
回
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

ｑ�

京
都
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
安
心
生

活
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

ｍkick_ku@
econ.kyoto-u.ac.jp

不
妊
治
療
費
用
の
一
部
助
成

　
町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
特
定
不
妊

治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
る
か
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
の
助
成

　
町
で
は
、
保
険
適
用
の
治
療
と
人
工
授
精
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
民
登
録

し
て
い
る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）
で
、
各

種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
【
注
１
】

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
か
か
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
書
・
医
療
機
関

証
明
書
・
請
求
書
を
直
接
、
左
記
へ【
注
２
】。

�

【
注
１
】
人
工
授
精
の
治
療
費
を
申
請
す
る
場
合
は
婚

姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

�

【
注
２
】
必
要
書
類
は
左
記
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

京
都
府
の
助
成

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
卵
子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
民
登
録
し

て
い
る
。

・�

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・
指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
。

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
（
助
成
回
数
・
助
成
額
は
限
度
あ
り
）。

ｑ
山
城
南
保
健
所
ｔ
72

－

４
３
０
０

　
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
は
不
妊

専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
不
妊
や
不

育
、
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
相
談
が
受
け
ら

れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

ｔ
０
７
５

－

２
５
３

－

６
１
８
０

生
活
用
具
を
給
付小

児
慢
性
特
定
疾
患
児

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券
を
持
ち
、

日
常
生
活
に
著
し
く
支
障
が
あ
る
在
宅
の
人

に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

町
内
に
住
民
登
録
し
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患

医
療
受
診
券
を
持
ち
、
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
著
し
く
支
障
（
左
記
）
の
あ
る
方
【
注

１
】

▼
費
用

　
世
帯
の
所
得
税
額
な
ど
に
応
じ
て
決
定

▼
用
具
の
種
類
（
対
象
者
）

　
・
便
器
（
常
時
介
助
を
要
す
る
人
）

　
・�

特
殊
マ
ッ
ト
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

人
）

　
・�

特
殊
便
器
（
上
腕
・
前
腕
・
手
の
機
能
に

障
害
の
あ
る
人
）

　
・�

特
殊
寝
台
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

人
）

　
・�

歩
行
支
援
用
具
（
脚
部
が
不
自
由
な
人
）

　
・�

入
浴
補
助
用
具
（
入
浴
に
介
助
が
必
要
な

人
）

　
・�

特
殊
尿
器
（
自
力
で
排
尿
で
き
な
い
人
）

　
・�

体
位
変
換
器
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

人
）

　
・�

車
い
す
（
脚
部
が
不
自
由
な
人
）

　
・�

頭
部
保
護
帽
（
発
作
な
ど
で
頻
繁
に
転
倒

す
る
人
）

　
・�

電
気
式
た
ん
吸
引
器
（
呼
吸
器
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
）

　
・�

ク
ー
ル
ベ
ス
ト
（
体
温
調
節
が
著
し
く
難

し
い
人
）

　
・�

紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
（
紫
外
線
に
対

す
る
防
御
機
能
が
著
し
く
欠
け
、
が
ん
や

神
経
障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
人
）

　
・�

ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
（
呼
吸
器
機
能
に
障
害
の

あ
る
人
）

　
・�

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
（
人
工
呼
吸
器

の
装
着
が
必
要
な
人
）

▼
申
請
方
法

　

�

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給
付

申
請
書
【
注
２
】・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
診
券
の
写
し
を
直
接
、
左
記
へ
。

　
※�

申
請
後
、
対
象
者
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

調
査
し
、
給
付
を
決
定
し
ま
す
。

【
注
１
】
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
を
除
く

児
童
福
祉
法
・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
施
策
の
対

象
と
な
ら
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

【
注
２
】
窓
口
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

　
事
前
説
明
会
…
１
月
９
日
㈮

　
※�

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
不
安
な
く
参
加
で
き

る
よ
う
、
事
前
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

の
個
別
面
談
が
あ
り
ま
す
（
15
分
程
度
）。

▼
場
所

　
町
立
図
書
館
集
会
室
（
１
階
）

▼
定
員

　
10
人
程
度
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
対
象
者

　

��

町
内
在
住
で
、
原
則
と
し
て
全
日
程
参
加

で
き
る
、
１
歳
～
５
歳
の
子
ど
も
の
母
親

▼
参
加
費

　
無
料

▼
申
込
方
法

　

�

11
月
28
日
㈮
ま
で
（
必
着
）
に
、
申
込
書

【
注
】
を
郵
送
で
「
〒
６
１
９

－

０
２
８
５

（
個
別
番
号
・
住
所
記
入
不
要
）
精
華
町
役

場
子
育
て
支
援
課
」
へ
。

▼
そ
の
ほ
か

　

�

参
加
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま

す
。

【
注
】
子
育
て
支
援
課
、
町
内
保
育
所
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ
子
育
て
支
援
課
保
育
係
ｔ
95

－

１
９
１
７

布
団
の
洗
濯
・
消
毒
し
ま
す

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
向
け

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
神
の
園
で
は
、
本
年

度
３
回
目
の
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。
回
収
は
12
月
３
日
㈬
、
配
達
は
12

月
10
日
㈬
で
す
。

▼
対
象
者

　

�

町
内
在
住
の
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど

で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
方

▼
寝
具
の
種
類
・
利
用
枚
数

　

�

１
人
１
回
に
つ
き
、
敷
布
団
・
掛
布
団
・
毛

布
の
各
１
枚
（
シ
ン
グ
ル
）
を
基
本
に
年
６

枚
以
内

　
※�

サ
ー
ビ
ス
ご

利
用
中
、
希

望
者
に
は
代

わ
り
の
寝
具

を
無
料
で
貸

し
出
し
ま

す
。

▼
費
用

　
敷
布
団
（
綿
・
羊
毛
・
羽
毛
３
３
０
円
）

　
掛
布
団
（
綿
・
羊
毛
・
羽
毛
３
３
０
円
）

　
毛
布
（
１
０
０
円
）

▼
申
込
方
法

　

�

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
申
請
書
【
注
】
を
直

接
、
左
記
へ
。

【
注
】
申
請
書
は
左
記
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
同
施
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
・
神
の
園
ｔ
94

－

４

１
２
５

福
祉
手
当 

今
月
末
に
振
込

　
11
月
期
の
福
祉
手
当
（
７
月
～
10
月
分
）
の

口
座
振
り
込
み
日
は
11
月
28
日
㈮
で
す
。
振
り

込
み
先
を
変
更
す
る
場
合
は
至
急
、
下
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
同
手
当
の
対
象
者
は
、
町
内
に
住

民
登
録
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
18
歳
以
上
の
方
で
す
。
今
ま
で
申

請
し
て
い
な
か
っ
た
方
や
辞
退
し
て

い
た
方
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方

の
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・�

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１・２
級
の
方

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

問
福
祉
課
社
会
福
祉
係
4 
95

－

１
９
０
４

飛
び
出
そ
う
世
界
へ海

外
体
験
補
助
金

　
町
で
は
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の
国
際
協
力

活
動
を
行
う
方
に
、
活
動
費
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
補
助
の
限
度
額
は
５
万
円
。
渡
航
前
の
時
点

で
、
精
華
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上
住
民
登
録

し
、
本
年
度
中
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方
が
対

象
で
す
。
以
前
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
方
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
、
出
国
の
約
１
カ
月
前
ま
で
を
目

安
に
、
申
請
書
【
注
】
を
直
接
、
左
記
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
条
件

　
・�

自
費
で
30
日
以
上
、
海
外
留
学
や
海
外
で

の
国
際
協
力
活
動
を
行
う
こ
と
（
企
業
な

ど
か
ら
の
派
遣
や
観
光
旅
行
は
不
可
）

　
・�

帰
国
後
、
町
が
主
催
す
る
国
際
化
推
進
の

た
め
の
催
し
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

留
学
体
験
な
ど
を
発
表
す
る
こ
と

　
・�

申
請
時
と
帰
国
後
に
留
学
な
ど
に
関
す
る

小
論
文
を
提
出
す
る
こ
と

　
※�

小
論
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま

す
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ｑ
企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

普通預金

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖華手帖
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